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古賀市議会の取組み

ようこそ、
粕屋町議会の皆さん！

２０１９年１０月１５日（火）

粕屋町 古賀市

人口 ４７，７２９人 ５９，４４４人

世帯数
２０，４７６

世帯
２５，６９２

世帯

面積
１４．１３

ｋ㎡
４２．０７

ｋ㎡

人口密度
３，３７７．８５

人/ｋ㎡
１，４１１.８１

人/ｋ㎡

議員数 １６人 １９人

（９月末日現在） （８月末日現在）
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今日お話しする主なテーマ

古賀市議会の取組み

○議会運営について
⑴ 市議会と町議会で運営等変わる点

⑵ 政務活動費
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検討の着手 活性化特別委（2010年）や議運
●議会基本条例の視察研修、三重県議会事務局次長による研修会
●特別委最終報告「基本条例は、来任期における重要な検討課題」

議会改革の実現 2011年5月～2015年5月
●議会基本条例策定を掲げた議長の所信表明
●インターネット中継、議会基本条例の施行、改革度九州沖縄１位
●災害対応要綱や看護大学とのパートナーシップ協定

改革の模索 市制施行（1997年）を契機に
●「議会だより」の発行 ●議会閉会中の所管事務調査
●一日一委員会の開催 ●議長裁量による一問一答

議会改革の定着 2015年5月～2019年5月
●議会改革の定着、継続
●まち・ひと・しごと地方創生への対応 ●スマホ、iPad対応

模索

検討

実現

定着

？
議会改革の継続 2019年5月～2019年8月
●議会改革の継続 ●通称名使用要綱整備

議会改革
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議会基本条例等調査特別委員会設置（2011年6月22日）

議会基本条例等調査特別委員会最終報告（2013年3月26日）

議会基本条例案議員提案（８人、2013年6月6日）
賛成多数で可決（１３：５，6月19日）

議会基本条例施行準備会設置（2013年8月22日）
答申（2014年3月20日）

議会基本条例施行に向けた会議規則改正案
全会一致で可決（2014年3月27日）

議会基本条例施行（2014年4月1日）⇒議会報告会

議会基本条例の制定、施行に向けた取り組み

先進地視察 市民アンケートワーキングチーム パブリックヒアリング

田中孝男先生研修会 素案検討小委 条例案検討小委 市民説明会

２
年
間
の
検
討

８
ヶ
月
の
準
備

実
践

こ
の
８
ヶ
月
間
の

経
験
が
大
き
な

特
徴
で
し
た

●会議規則改正
●議会報告会
実施要綱

●政策推進会議
運営要綱

●議会全員
協議会規程

基本条例
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政務活動費の収支報告をインターネット公開しました
（2015年1月21日）

2014年度分から領収書・収支報告・調査報告をインターネット全面公開へ

20
13
年
2
月
・
政
務
活
動
費
交
付
条
例
の
全
部
を
改
正

使
途
範
囲
を
拡
大
せ
ず
、
議
長
に
よ
る
透
明
性
確
保
義
務
も
明
記

政務活動費



賛否の公開

議会だよりで全議案の議員ごとの賛否を掲載
●2005年3月から主な議案、2012年から全議案
押しボタン式表決システムを導入
●2014年6月議会
●会議規則第70条（起立等による表決）に押し
ボタン式表決を規定。賛成、反対を明確にした。
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●押しボタンによる採決後、議長は「投票総数・人、
賛成・人、反対・人、よって可決・否決」と口述。

●可否同数の場合は、直ちに議長裁決とする。以前は
投票を行っていたが、可否同数が明確であることから
投票を省略することが可能となった。

会議規則第７０条（起立等による
表決）の第３項、４項に「押しボ
タン式表決」について定めた。

議員ごとの
賛否を表示

2018年3月27日の本会議では
可否同数による議長裁決が３件あった！

ボタン表決



自由討議の活用

議会基本条例で自由討議尊重を規定
●基本条例 第４条第１項
議員は、議会が言論の府であること及び合議制の機関であることを

十分認識し、議員相互の自由な討議を尊重しなければならない。

会議規則で自由討議の運用を規定

●会議規則第52条の2、第115条の2

質疑終了後、議長（委員長）が必要があると認めたとき又は動議が
あったときは、会議に諮って自由討議を行うことができる。
●会議規則第60条、第122条 質疑、自由討議又は討論が終わったときは、
議長（委員長）はその終結を宣言する。
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自由討議



議会基本条例施行前に自由討議を試行
●2013年12月議会
補正予算審査で休憩中に自由討議を試行

総務委員会で自由討議を活用
●2014年6月議会
総務委員会に付託された議案審査（自治基本条例策定委員会設置条例）
で自由討議を活用

決算特別委員会で自由討議を活用
●2014年9月議会
決算審査で質疑終了後、公共交通の在り方について
自由討議を行い6人が発言。委員長報告に盛り込む。

まち・ひと・しごと特別委で自由討議
●2015年9月～12月 各会派・議員の意見を基に自由討議

市民建産委員会で自由討議を経て「附帯決議」「決議」
●2016年3月議会 国保税改定に伴う市長への要望8

自由討議の活用

2018年3月議会で

は予算審査特別委
員会、各常任委員
会で自由討議を
行った

自由討議
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政
策
推
進
会
議
全
体
会
の
様
子

市
民
の
声
を
も
と
に
提
言
に
向
け
て

議
員
間
の
討
議
を
積
み
重
ね
ま
し
た

議会基本条例・第１３条
●市政に関して重要なものについて、議員
間で共通認識及び合意形成を図り、政策立
案を推進するため、政策推進会議を開催す
ることができる
●提言として取りまとめたものについて市
長等に報告することができる

政策推進会議運営要綱
●（所掌事務）政策課題の決定、調査研究
の実施、政策的条例案の策定、市長に対す
る政策提言の報告
●（役員会）副議長及び各会派から選出さ
れた者で役員会を置く。
●（役員会の所掌事務）政策課題の募集及
び選定、政策課題発表会の企画及び実施、
議会報告会を受けた政策課題の発意、緊急
性および必要性が高い政策課題の発意

政策課題の発表会

提言に向けた議員間討議
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政策推進会議
政策テーマ選定に向けて発表会を実施

（2015年10月19日）

地域公共交通をテーマに決定各会派・議員等で
公共交通の構想（案）を提出し

議員間討議を実施

今
期
の
政
策
推
進
会
議

政策テーマ発表会
政策推進会議
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20
16
年
8
月
上
旬

全
議
員
が
市
内
の
路
線
バ
ス
に
乗
車
し
て

現
状
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

バス乗務員から説明を聞きました バスの中でアンケートに記入する高校生

乗客から直接聞き取りもしました 朝夕は通勤・通学で多かったです

政策推進会議



12
９９４件の回答をパソコンで集計

20
16
年
8
月
～
9
月
10
日

公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

私
た
ち
の
予
想
を
遥
か
に
超
え
る

９
９
４
件
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

９９４件のうち約４割の回答にはご
意見がびっしり記入されていました

わざわざ切手を貼って郵送して
くれた方もたくさんいました

制度改革を活かした最近の初歩的な経験
政策推進会議
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政策推進会議
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災
害
発
生
後
の
時
系
列
の
行
動
パ
タ
ー
ン

議
会
運
営
委
員
会
の
答
申

20
16
年
2
月
7
日

全
員
協
議
会
で
了
承

20
17
年
6
月
27
日

災害対応
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ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ



福岡女学院看護大学の松尾教授が
県市議会議長会研修会で講演

2015年10月15日
健康寿命延伸、議会と大学との
パートナーシップ協定を発信

パートナーシップ協定に基づく
取り組み

福岡女学院看護大学の学生
３人が議員にインタビュー

学生３人が２班に分かれて、
議員と意見交換

2019年6月24日
看護大学生インタビューを実施

ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ
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質疑応答

ご清聴ありがとうございました。


